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１．ＪＲＡ畜産振興事業（助成事業）の概要 
 

（1）事業概要 
 

日本中央競馬会は、社会貢献の一環として、畜産分野に係る喫緊の対応が必要な事業や安全な畜産

物の供給に関わる事業、馬の防疫体制の整備、激甚災害の被災地における畜産への支援事業等、国民

からの期待が高く、畜産の振興に資する事業に対し、特別振興資金を活用した交付金交付を通じて支援

を行っています。 

 

（2）令和 5年度ＪＲＡ畜産振興事業について 
 

令和5年度においては、以下のテーマで公募を行い、ＪＲＡ畜産振興事業審査委員会の審査等を経て、

66事業（助成額ベース 46.6億円）を採択しました。 

 

令和 5年度 公募した事業テーマ 

１．畜産物の生産・流通対策 

２．自給飼料の生産・利用の促進 

３．労働力・担い手の確保（特定の地域における担い手の確保を含む。） 

４．経営改善の助長・支援 

５．多様な形質の家畜改良と効率的な飼養管理技術の普及 

６．畜産に係る環境問題の対策 

７．家畜衛生の向上のための対策 

８．その他畜産振興に資するもの 

うち重点的に対応する事項 

１．食料安全保障の強化のための対策 

２．輸出拡大のための対策 

３．「みどりの食料システム戦略」の取組に向けた畜産のための対策 

４．収益性の高い経営の育成のための対策 

５．経営を支える労働力や次世代の人材の確保のための対策 

６．家畜排せつ物の適正な管理のための対策 

７．需要に応じた畜産物の生産・供給のための対策 

８．重要な家畜疾病（口蹄疫、鳥インフルエンザ、豚熱、アフリカ豚熱、馬インフ

ルエンザ等）の防疫関連のための対策 

９．激甚災害（東日本大震災においては東京電力福島第一原子力発電所事故

を含む。）による被災地の畜産振興に向けた畜産関連復興のための対策 
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【令和 5年度 採択事業一覧】 （「助成額」降順） 

№ 事業名 事業実施主体 
事業実施 

期間（年度） 

令和 5 年度 

助成額（千円） 

1 馬伝染性疾病防疫推進対策事業 （公社）中央畜産会 R5 269,110 

2 
食肉流通ＨＡＣＣＰステップアップ事業 全国食肉事業協同組

合連合会 

R5～R7 158,285 

3 
乳用牛ゲノミック選抜の推進強化研究事業 （一社）日本ホルスタイ

ン登録協会 

R5～R7 157,469 

4 
野生獣衛生対策促進事業 家畜衛生対策推進協

議会 

R5～R7 148,637 

5 映像を活用した畜産情報推進事業 （公社）中央畜産会 R5～R7 144,756 

6 和牛ゲノム選抜手法研修・成果活用推進事業 （公社）畜産技術協会 R5～R7 137,418 

7 地域養豚生産衛生向上対策支援事業 （公社）中央畜産会 R5 132,867 

8 臨床獣医師防疫体制強化事業 （公社）中央畜産会 R5～R7 121,491 

9 
血斑低減頭部保定式スタニング装置開発事業 食肉生産技術研究組

合 

R5～R7 115,276 

10 
Ｇ評価活用による和牛産地活性化モデル事業 （一社）家畜改良事業

団 

R5～R7 114,714 

11 牛乳房炎発症予防法と抗病性育種の開発事業 （国大）東北大学 R5～R7 114,299 

12 遠隔獣医療技術向上・普及体制構築支援事業 （公社）日本獣医師会 R5～R7 114,090 

13 
地球温暖化対応ライグラス類開発事業 （一社）日本草地畜産

種子協会 

R5～R7 114,035 

14 
自然免疫受容体を活用した高受胎性牛ＥＴ法事業 （国大）北海道国立大

学機構帯広畜産大学 

R5～R7 113,750 

15 豚の飼料利用性育種推進事業 （一社）日本養豚協会 R5～R7 113,644 

16 
高タンパク稲ＤＮＡマーカー開発事業 （一社）日本草地畜産

種子協会 

R5～R7 108,728 

17 和牛 4品種ゲノムデータベース構築事業 （公社）畜産技術協会 R5～R7 106,325 

18 和牛ゲノムデータ駆動型未診断疾患解明事業 （国大）琉球大学 R5～R7 105,050 

19 
輸出施設ＡＷ対応設備基準・マニュアル作成事業 （公財）日本食肉生産

技術開発センター 

R5～R6 102,511 

20 高付加価値子畜の超高速増産事業 （国大）東京農工大学 R5～R7 99,932 

21 
体外受精等次世代型の日本在来馬生産法確立

事業 

（国大）北海道国立大

学機構 帯広畜産大学 

R5～R7 98,925 

22 
高濃度畜産臭気脱臭技術開発普及事業 （一財）畜産環境整備

機構 

R5～R7 91,212 

23 
指定混合肥料による地力増強技術普及事業 （一財）畜産環境整備

機構 

R5～R7 89,804 

24 牛乳房炎の先進的診断技術開発事業 （学法）酪農学園 R5～R7 84,510 

25 豚呼吸器病検出ＡＩ耳標実用化研究事業 （公大）広島市立大学 R5～R7 83,302 

26 牛削蹄支援システム研究開発事業 （国大）岩手大学 R5～R6 82,214 

27 高栄養牧草生産利用技術開発・実証事業 （学法）酪農学園 R5～R7 72,888 

28 微小生物を用いた環境負荷低減技術開発事業 （国大）香川大学 R5～R7 71,273 

29 持続可能な地産地消型飼料開発事業 （国大）九州大学 R5～R7 71,205 

30 
乳・乳製品の官能評価体制強化支援事業 （公財）日本乳業技術

協会 

R5～R7 70,847 

31 スマート技術を活用した子豚損耗低減化事業 （国大）宮崎大学 R5～R7 68,999 

32 
牛ガラス化胚の直接移植法の検証・改善事業 （学法）北里研究所北

里大学 

R5～R7 64,053 



 

- 3 - 

№ 事業名 事業実施主体 
事業実施 

期間（年度） 

令和 5 年度 

助成額（千円） 

33 大腸菌群乳房内感染制御による衛生向上事業 （国大）広島大学 R5～R7 62,466 

34 
農場管理認定・専門獣医師等認定・活動支援事

業 

（公社）日本獣医師会 R5～R6 61,792 

35 農場での動物用医薬品使用情報収集還元事業 （国大）東京大学 R5～R6 60,695 

36 妊孕性復元による牛繁殖性改善技術開発事業 （国大）岡山大学 R5～R6 59,726 

37 持続可能な乳牛管理システム開発事業 （国大）岩手大学 R5～R6 52,626 

38 複合マーカーによる不受胎牛判別法開発事業 （学法）東海大学 R5～R6 51,493 

39 馬飼養衛生管理特別対策事業 （公社）中央畜産会 R5 49,043 

40 受胎率予測による乳牛繁殖管理技術開発事業 （公大）大阪 R5～R7 49,042 

41 高受胎性和牛体外受精卵選抜技術の開発事業 （国大）東京大学 R5～R7 45,279 

42 移植胚評価による高能力牛生産技術開発事業 （国大）岩手大学 R5～R7 44,570 

43 黒毛和種仔牛の生体情報の利活用事業 （国大）東北大学 R5～R7 44,199 

44 
馬伝染性子宮炎自衛防疫普及啓発事業 （公社）日本軽種馬協

会 

R5～R7 41,970 

45 国産飼料データベース構築及び利用推進事業 （国大）広島大学 R5～R7 39,378 

46 
豚肉の賞味期限延長・おいしさ向上評価推進事業 （一社）食肉科学技術

研究所 

R5～R7 39,151 

47 
農福連携養蜂での指導者育成調査事業 （一社）トウヨウミツバチ

協会 

R5～R6 38,425 

48 
供給リスク増大下の食肉事情等理解醸成事業 （公財）日本食肉消費

総合センター 

R5 38,320 

49 
乗用馬防疫推進事業 （公社）全国乗馬倶楽

部振興協会 

R5 37,872 

50 実践型霜降り豚肉作出技術の高度化・普及事業 （学法）近畿大学 R5～R7 36,054 

51 優良形質をもつウシ受精卵の受胎率改善事業 （国大）宇都宮大学 R5～R7 32,916 

52 
畜産ティーン育成プロジェクト事業 （公社）国際農業者交

流協会 

R5 26,078 

53 
畜産用動物薬等の安定供給対策・研修強化事業 （一社）全国動物薬品

器材協会 

R5～R6 21,034 

54 
肉用牛環境対応生産拡大基盤技術普及事業 （一社）全国肉用牛振

興基金協会 

R5～R6 18,555 

55 植物抽出物による豚飼料用抗生物質代替事業 （国大）東京大学 R5～R6 18,363 

56 
畜産経営の危機克服・持続のための実態緊急調

査事業 

（一社）全日本畜産経

営者協会 

R5～R6 17,779 

57 蜂蜜中残留農薬関連情報収集・活用促進事業 （一社）日本養蜂協会 R5～R7 17,489 

58 
デジタル式鼻紋採取システム構築・検証事業 （公社）全国和牛登録

協会 

R5～R7 16,838 

59 心音クラウド解析による遠隔診断法開発事業 （国大）東京大学 R5～R6 16,756 

60 
動物用生物学的製剤基準英語版作成事業 （公社）日本動物用医

薬品協会 

R5～R6 13,698 

61 
黒毛和種牛肉の低需要部位の訴求技術開発事

業 

（国大）神戸大学 R5～R6 12,778 

62 ＡＷに配慮したブロイラー飼養管理普及事業 （公社）畜産技術協会 R5～R6 12,149 

63 
人材確保・育成に係る人事評価制度調査事業 （公社）日本農業法人

協会 

R5 11,542 

64 
尾部センサを活用した重種馬の分娩事故防止事

業 

（国大）北海道国立大

学機構 帯広畜産大学 

R5～R7 10,790 
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№ 事業名 事業実施主体 
事業実施 

期間（年度） 

令和 5 年度 

助成額（千円） 

65 規格外カンショの飼料品質確保推進事業 （国大）宮崎大学 R5 7,541 

66 
消化液の高付加価値化・利用最適化事業 （国大）北海道国立大

学機構 帯広畜産大学 

R5～R6 7,508 

 合計 66事業   4,655,534 
千円 

（注釈） 

⚫  事業実施主体における略称について、（国大）は国立大学法人、（公大）は公立大学法人、（学法）

は学校法人、（一社）は一般社団法人、（公社）は公益社団法人、（一財）は一般財団法人、（公財）

は公益財団法人。 

⚫  事業実施期間における略称について、「R」は令和。 

⚫  各事業内容等についてはＪＲＡホームページをご覧ください。 

https://www.jra.go.jp/company/social/livestock/about/index.html 

> 畜産振興事業について > 令和 5年度（PDF） 

  

https://www.jra.go.jp/company/social/livestock/about/index.html
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（3）令和 4年度助成金 交付実績 
 

令和 4年度においては 135事業、35.5億円の助成金を交付しました。内訳は次のとおり。 

① 令和 4年度に終了した事業が 51事業、14.8億円。 

② 令和 5年度以降も継続実施する事業が 84事業、20.8億円。 

なお、事業評価の対象は、「① 令和 4年度に終了した 51事業」です。 

 

【令和 5年度以降も継続実施する 84事業一覧】 
（「事業実施主体」応募者要件順、「事業実施期間」年度順） 

№ 事業名 事業実施主体 
事業実施 

期間（年度） 

令和 4年度 

助成実績額
（千円） 

1 
肉用牛生産における GHG削減可視化システ

ム構築事業 

全国肉牛事業協同組合 R4～R6 15,360 

2 
馬の流通に係る若手後継者による上場馬調教

事業 

（公社）全国乗馬倶楽部振

興協会 

R3～R5 3,448 

3 和牛の飼料利用性評価指標検討普及事業 （公社）全国和牛登録協会 R4～R6 8,570 

4 初生ひな鑑別師養成及び記録映像作成事業 （公社）畜産技術協会 R4～R6 20,614 

5 人工授精によるめん羊山羊種畜生産推進事業 （公社）畜産技術協会 R4～R6 11,931 

6 黒毛和種における科学的知見収集事業 （公社）畜産技術協会 R4～R6 25,048 

7 ICT機器活用のための使用環境調査事業 （公社）畜産技術協会 R4～R6 4,693 

8 畜産に関わる仕事の理解促進事業 （公社）中央畜産会 R3～R5 30,834 

9 家族経営における畜産 DX推進事業 （公社）中央畜産会 R3～R5 45,382 

10 家畜防疫・衛生指導対策事業 （公社）中央畜産会 R4～R6 315,649 

11 
アジア地域臨床獣医師等総合研修及び家畜感

染症防疫技術等の現地普及強化事業 

（公社）日本獣医師会 R4～R6 38,618 

12 
豚枝肉の非破壊品質評価手法実用化調査事

業 

（公社）日本食肉格付協会 R4～R6 12,190 

13 肉用牛削蹄技術安定化事業 （公社）日本装削蹄協会 R3～R5 19,098 

14 馬受精卵移植技術の実用化推進事業 （公社）日本馬事協会 R4～R6 755 

15 
海外食肉処理ロボット技術等調査推進事業 （公財）日本食肉生産技術

開発センター 

R3～R5 18,860 

16 
対米輸出牛肉血斑低減フォローアップ事業 （公財）日本食肉生産技術

開発センター 

R4～R6 30,726 

17 生乳と乳製品の競争力強化支援事業 （公財）日本乳業技術協会 R3～R5 28,428 

18 肉用牛改良形質情報収集強化事業 （一社）家畜改良事業団 R3～R5 30,111 

19 乳用牛の新たな改良手法開発事業 （一社）家畜改良事業団 R3～R5 12,428 

20 
若齢種雄牛精液品質高位平準化技術開発事

業 

（一社）家畜改良事業団 R3～R5 22,927 

21 
牛肉の食味指標値の遺伝的評価研究開発事

業 

（一社）家畜改良事業団 R3～R5 28,167 

22 牛遺伝的不良形質対策事業 （一社）家畜改良事業団 R4～R6 33,807 

23 
優良種雄牛の高精度繁殖性改良技術開発事

業 

（一社）家畜改良事業団 R4～R6 32,264 
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№ 事業名 事業実施主体 
事業実施 

期間（年度） 

令和 4年度 

助成実績額
（千円） 

24 
和牛肉の新価値観構築事業 （一社）全国肉用牛振興基

金協会 

R3～R5 59,042 

25 
持続的肉用牛生産関連情報発信事業 （一社）全国肉用牛振興基

金協会 

R4～R5 7,838 

26 
多角化による畜産経営強化調査事業 （一社）全日本畜産経営者

協会 

R4～R5 7,356 

27 
養蜂 GAPを導入した次世代育成調査研究事

業 

（一社）トウヨウミツバチ協

会 

R4～R5 15,596 

28 
新牛繁殖技術普及強化事業 

 

（一社）日本家畜人口授精

師協会 

R4～R6 13,490 

29 孵化場体質強化推進事業 （一社）日本種鶏孵卵協会 R3～R5 3,763 

30 地鶏振興推進事業 （一社）日本食鳥協会 R4～R6 15,219 

31 
ドローン活用飼料増産技術実証・普及事業 （一社）日本草地畜産種子

協会 

R3～R5 34,205 

32 
飼料用大豆・高栄養 TMR生産調製実証事業 （一社）日本草地畜産種子

協会 

R4～R6 21,116 

33 日本チーズ認証基準策定普及事業 （一社）日本チーズ協会 R3～R5 9,038 

34 
畜産汚水浄化施設の AI支援型リモート管理技

術開発・普及事業 

（一財）畜産環境整備機構 R3～R5 31,766 

35 
凝集促進剤を含む固形分の堆肥化技術開発

及事業 

（一財）畜産環境整備機構 R4～R6 25,458 

36 
牛伝染性リンパ腫リスク検査法開発事業 （学法）麻布獣医学園 麻

布大学 

R3～R5 18,424 

37 
乳母豚の生産現場での活用手法開発事業 （学法）麻布獣医学園 麻

布大学 

R3～R5 4,444 

38 
豚における抗菌剤慎重使用普及事業 （学法）麻布獣医学園 麻

布大学 

R4～R6 13,962 

39 
乳用子牛のスマート健康管理技術開発事業 （学法）麻布獣医学園 麻

布大学 

R4～R6 28,970 

40 
ICT と放牧の融合による持続的肉用牛生産事

業 

（学法）北里研究所 北里

大学 

R4～R6 11,763 

41 牛伝染性リンパ腫の損失低減技術開発事業 （学法）東京農業大学 R3～R5 37,550 

42 
生涯生産頭数増加への乳牛子宮環境改善技

術開発事業 

（学法）東京農業大学 R4～R6 22,837 

43 
国産チーズ・イノベーション事業 （学法）日本医科大学 日

本獣医生命科学大学 

R3～R5 27,887 

44 
乳用牛の泌乳前期健全性改善指標開発事業 （学法）酪農学園 酪農学

園大学 

R4～R6 16,044 

45 ウシの妊孕性向上システムの実用化事業 （公大）宮城大学 R4～R6 28,914 

46 

地域 BLV検査センターと感染子牛センターを

組み合わせた総合型牛伝染性リンパ腫清浄化

モデル開発事業 

（国大）岩手大学 R4～R6 24,093 
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№ 事業名 事業実施主体 
事業実施 

期間（年度） 

令和 4年度 

助成実績額
（千円） 

47 
昆虫タンパク質の豚用飼料有用性評価及び普

及事業 

（国大）香川大学 R3～R5 21,520 

48 肺炎罹患部位における抗菌薬濃度解明事業 （国大）鹿児島大学 R3～R5 16,495 

49 代謝刷り込みによる牛放牧肥育技術開発事業 （国大）鹿児島大学 R3～R5 36,240 

50 サシバエの被害調査と生物的防除法開発事業 （国大）九州大学 R4～R6 24,448 

51 牛受精卵生産工程の品質管理技術開発事業 （国大）京都大学 R3～R5 25,685 

52 
人工ファージによる Swine PathoScan法の開

発事業 

（国大）京都大学 R3～R5 11,480 

53 褐毛和種高知系の肉質・ブランド力強化事業 （国大）高知大学 R3～R5 22,110 

54 
稲作を基盤とした家禽用国産配合飼料開発事

業 

（国大）神戸大学 R4～R5 2,912 

55 ニワトリ新規ゲノム育種マーカーの開発事業 （国大）東海国立大学機構 R4～R6 22,815 

56 
生殖器奇形原因遺伝子保因牛検査法開発事

業 

（国大）東京大学 R4～R6 14,025 

57 牛伝染性リンパ腫発症予測診断技術開発事業 （国大）東京大学 R4～R6 39,039 

58 
非ゲノム情報による牛凍結精液受胎性評価法

開発事業 

（国大）東京農工大学 R3～R5 17,274 

59 乳房炎好発牛鑑別マーカーの実用化検証事業 （国大）東京農工大学 R4～R6 20,782 

60 温暖化に適応した豚育種手法開発事業 （国大）東北大学 R3～R5 29,853 

61 子牛の感染性下痢症の対策基盤事業 （国大）東北大学 R3～R5 11,623 

62 

イムノシンバイオティクスと DNAマーカーによ

る豚の腸内環境改善を介する抗病性向上手法

の開発事業 

（国大）東北大学 R3～R5 34,449 

63 
日本短角種の持続可能な生産システム開発事

業 

（国大）東北大学 R4～R6 12,105 

64 
GHG排出削減と生産成績を両得する養鶏低

蛋白質飼料開発事業 

（国大）東北大学 R4～R6 28,636 

65 
糞便移植の本格普及による子牛の下痢症制御

事業 

（国大）東北大学 R4～R6 33,932 

66 普及性の高い乳房炎迅速診断技術開発事業 （国大）広島大学 R4～R5 10,007 

67 耕畜連携による地域ブランド牛創出事業 （国大）福島大学 R4～R6 7,397 

68 木質由来関節炎治療薬開発事業 （国大）北海道大学 R3～R5 33,166 

69 
乳牛の低受胎対策技術の実行可能性検証事

業 

（国大）北海道大学 R3～R5 28,766 

70 乳牛の分娩間隔短縮技術実用化・検証事業 （国大）北海道大学 R4～R5 15,537 

71 酪農家飼養環境及びバルク乳成分調査事業 （国大）北海道大学 R3～R5 15,128 

72 牛子宮内胚情報の直接検出技術開発事業 （国大）北海道大学 R4～R6 20,226 

73 
土壌凍結地帯の放牧草地におけるペレニアル

ライグラスの追播技術高度化事業 

（国大）北海道大学 R3～R5 3,960 

74 飼料害虫ツマジロクサヨトウの防除対策事業 （国大）宮崎大学 R3～R5 23,250 
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№ 事業名 事業実施主体 
事業実施 

期間（年度） 

令和 4年度 

助成実績額
（千円） 

75 
肉用牛における安定的な子牛生産のための妊

娠牛健診開発事業 

（国大）宮崎大学 R3～R5 20,135 

76 
産業動物臨床獣医師卒後教育の ICTを活用し

た拡幅事業 

（国大）宮崎大学 R4～R6 10,615 

77 地域産飼料資源のサプライチェーン構築事業 （国大）山形大学 R3～R5 17,441 

78 国産トウモロコシ子実の有用性の検証事業 （国大）山形大学 R4～R6 33,463 

79 ブライダルチェック導入による牛受胎向上事業 （国大）山口大学 R3～R5 35,902 

80 
高受胎性を有する牛体外受精支援システムの

開発事業 

（国大）横浜国立大学 R3～R5 9,048 

81 
国産食肉食育啓発推進事業 全国食肉事業協同組合連

合会 

R3～R5 41,215 

82 家畜疾病・自然災害緊急支援体制推進事業 畜産経営支援協議会 R3～R5 17,919 

83 
酪農業における労働力確保人材育成支援事

業 

とかちアグリワーク R4～R6 3,998 

84 
国産食肉加工品国際競争力向上・製造基盤強

化対策事業 

日本ハム・ソーセージ工業

協同組合 

R3～R5 35,717 

 合計 84事業   2,076,995 
千円 

（注釈） 

⚫  事業実施主体における略称について、（国大）は国立大学法人、（公大）は公立大学法人、（学法）

は学校法人、（一社）は一般社団法人、（公社）は公益社団法人、（一財）は一般財団法人、（公財）

は公益財団法人。 

⚫  事業実施期間における略称について、「R」は令和。 
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２．ＪＲＡ畜産振興事業の事業評価の概要 
 

（1）ＪＲＡ畜産振興事業における事業評価制度の概要 
 

ＪＲＡ畜産振興事業では事業終了時において、当初設定した目標に対する達成度を検証するとともに、

改善すべき点が今後の事業に反映されることを目的として、事業評価制度を設けています。評価について

は客観性が求められることから、事業実施主体では外部有識者からなる委員会を設置して自己評価を実

施しています。 

ＪＲＡにおいても、事業実施主体による自己評価結果を取りまとめて全体評価を実施しています。また、

学識経験を有する者によって構成される畜産振興事業評価委員会を設置し、特に専門的な知見から事業

成果を評価することが必要な研究開発事業を中心に、事業実施主体からのヒアリングを経たうえで評価を

行う「ヒアリング評価」と、ヒアリングの対象とならなかった事業のうち評価委員会が選定したものについて

書面により評価を行う「書面評価」を実施しています。 

 

 

（2）令和 4年度に終了した事業の評価の概要 
 

令和 4 年度は事業実施主体による自己評価、ＪＲＡによる自己評価結果の全体評価（総括的コメント）

に加え、ヒアリング評価を 4事業、書面評価を 6事業実施しました。 

 

令和 4年度終了事業（51事業） 

 

各事業実施主体における自己評価（51事業） 

 

ＪＲＡによる畜産振興事業の自己評価結果の全体評価 

（総括的コメント） 

 

 
畜産振興事業評価委員会による専門的知見からの評価 

（10事業） 
 

     

 ヒアリング評価（4事業）  書面評価（6事業）  

 

✓ 視点別評価：「必要性」

「効率性」「有効性」の観

点から 5段階評価 

✓ 総合評価（5段階評価） 

✓ 評価委員会の意見 

 

✓ 総合評価（5段階評価） 

✓ 評価委員会の意見 
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（3）自己評価結果の全体評価（総括的コメント） 

令和 4年度に終了した畜産振興事業は 51事業でした。 

本年度も新型コロナウイルスの感染症拡大に伴い、当初計画を見直さざるを得ないなどの報告が見受

けられましたが、目標を達成するために代替措置が講じられる等、概ね適切に対応されたものと考えま

す。 

事業の内容を畜種別に見ますと、『牛』が 23事業、『馬』が

6事業、『豚』が 6事業、『羊』が 1事業、『家畜共通の事業』が

15事業となっています。 

個別の事業実施状況について、いくつか紹介します。 

牛の関連事業では『乳用牛生産性長命連産性の遺伝改良研究事業（日本ホルスタイン登録協会）』に

おいて、耐病性形質の遺伝評価システム及び経済的に大きな損害を被る 8種類の疾病形質を総合的に

改良するための選抜指数を開発するとともに、総合的改良指標（NTP、長命連産効果等）の見直しを実施

することができ、乳用牛の泌乳量の増加と生産寿命の延長に貢献しました。 

馬の関連事業では『馬伝染性子宮炎自衛防疫普及促進事業（日本軽種馬協会）』において、世界各国

で現在でも発生、蔓延が確認されている馬伝染性子宮炎（以下「OEM」という。）の我が国の防疫監視体

制を維持するために、輸入繁殖牝馬、初供用牝馬及び OEMを疑われる繁殖牝馬を対象とした PCR検査

を実施することにより、清浄性を保つことに寄与しました。 

豚の関連事業では『豚呼吸器病早期発見のための AI耳標センサ研究開発事業（広島市立大学）』に

おいて、機械学習を用いて罹患を早期発見できるパラメータの明確化を図るとともに、畜産農家がセンサ

や解析 AIを全く意識せずに罹患判定の結果のみを速やかに入手できる AI耳標システムの構築を行い

ました。一方、製品化に向けた課題が見られ、引き続き改善に取り組むことを期待します。 

家畜共通の関連事業では『アジア地域臨床獣医師等総合研修及びネットワーク構築事業（日本獣

医師会）』において、11名のアジア諸国臨床獣医師等が国内獣医学系大学等にて先端的知識・技術を含

む臨床業務等の研修を修了し、アジア諸国に常在化している口蹄疫等の越境性感染症の我が国への侵

入防止に寄与しました。 

事業実施主体による自己評価結果の総合評価では、『A』が

29事業、『B』が 21事業、『C』が 1事業でした。なお、『S』はありませんで

した。ほとんどの事業では達成目標を踏まえ、自らが設置した委員会の

意見等も参考に概ね適正な自己評価がなされたと判断しています。 

全体としては依然として新型コロナウイルスの影響もあり、前述したよう

に実施プロセスにおいて代替措置を講じた事業が見られたものの、概ね

当初の目標が達成され、JRAの社会貢献活動として畜産振興に資するも

のであったと評価しています。 

今後も、事業の成果をホームページやシンポジウムの開催等により積

極的に公表していただくとともに、特に研究開発を目的とする事業については引き続き学会における発表

やその成果物の実用化に努めていただくことを期待します。 

全体評価は以上となります。ヒアリング評価及び書面評価につきましては別掲をご覧ください。 

  

23事業

6事業 6事業
1事業

15事業

牛 馬 豚 羊 共通

A

29事業

57%

B

21事業

41%

C

1事業

2%
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【令和 4年度に終了した 51事業の自己評価結果一覧】 

（「事業実施主体」応募者要件順、「事業実施期間」年度順） 

№ 事業名 事業実施主体 
事業実施 

期間（年度） 

助成実績 

額（千円） 
総合評価 
（自己評価） 

1 
北海道和種を代理母にして高付加価値生

産の確立事業 

岩手ふるさと農業協

同組合 

R2～R4 9,637 Ｃ 

2 
酪農における飼養管理改善対策事業 乳用牛群検定全国協

議会 

R2～R4 88,741 Ａ 

3 
野生獣衛生推進体制促進事業 家畜衛生対策推進協

議会 

R2～R4 129,114 Ｂ 

4 
新たな食肉産地モデル形成に向けた調

査研究事業 

根釧酪農畜産振興会 R2～R4 32,245 Ａ 

5 
畜産ティーン育成プロジェクト事業 （公社）国際農業者交

流協会 

R4 15,233 Ｂ 

6 
乗用馬防疫推進事業 （公社）全国乗馬倶楽

部振興協会 

R4 34,100 Ｂ 

7 
和牛の繁殖能力の遺伝情報活用手法実

証事業 

（公社）全国和牛登録

協会 

R3～R4 63,289 Ａ 

8 
黒毛和種の強化ゲノム情報の改善・活用

事業 

（公社）畜産技術協会 R2～R4 143,543 Ａ 

9 
和牛の地域特性活用ゲノム選抜定着化

事業 

（公社）畜産技術協会 R2～R4 113,888 Ａ 

10 
混合発酵飼料を用いた羊肉生産実証事

業 

（公社）畜産技術協会 R2～R4 44,203 Ｂ 

11 
快適性に配慮した豚の飼養管理推進普

及事業 

（公社）畜産技術協会 R3～R4 9,035 Ｂ 

12 
快適性に配慮した肉用牛の飼養管理普

及事業 

（公社）畜産技術協会 R3～R4 8,641 Ｂ 

13 
牛生体内卵子回収技術マニュアル作成

事業 

（公社）畜産技術協会 R3～R4 5,730 Ａ 

14 臨床獣医師防疫体制強化事業 （公社）中央畜産会 R2～R4 126,921 Ａ 

15 映像を活用した畜産情報推進事業 （公社）中央畜産会 R3～R4 91,625 Ａ 

16 馬伝染性疾病防疫推進対策事業 （公社）中央畜産会 R4 193,222 Ｂ 

17 地域養豚生産衛生向上対策支援事業 （公社）中央畜産会 R4 91,607 Ｂ 

18 馬飼養衛生管理特別対策事業 （公社）中央畜産会 R4 43,899 Ｂ 

19 
馬伝染性子宮炎自衛防疫普及促進事業 （公社）日本軽種馬協

会 

R2～R4 34,147 Ｂ 

20 
アジア地域臨床獣医師等総合研修及び

ネットワーク構築事業 

（公社）日本獣医師会 R2～R4 158,926 Ａ 

21 
農場管理専門獣医師等認定・活動支援

事業 

（公社）日本獣医師会 R3～R4 52,299 Ｂ 
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№ 事業名 事業実施主体 
事業実施 

期間（年度） 

助成実績 

額（千円） 
総合評価 
（自己評価） 

22 
国産牛肉の差別化・競争力強化対応調

査事業 

（公社）日本食肉格付

協会 

R2～R4 83,166 Ａ 

23 
コロナ感染症下の食肉消費動向等分析

事業 

（公財）日本食肉消費

総合センター 

R4 26,485 Ａ 

24 
輸出向け肉用牛取扱改善推進事業 （公財）日本食肉生産

技術開発センター 

R3～R4 15,140 Ａ 

25 
乳・乳製品の官能評価員能力向上・認定

事業 

（公財）日本乳業技術

協会 

R2～R4 35,644 Ａ 

26 
肉用牛の高度生産体系確立・普及事業 （一社）家畜改良事業

団 

R2～R4 79,884 Ａ 

27 
ジビエ加工品品質評価推進事業 （一社）食肉科学技術

研究所 

R3～R4 25,568 Ｂ 

28 
和牛経産牛肉の機能性成分等分析事業 （一社）全国肉用牛振

興基金協会 

R2～R4 52,672 Ｂ 

29 
農畜連携による畜産経営の強化調査事

業 

（一社）全日本畜産経

営者協会 

R3～R4 13,667 Ａ 

30 
安定多収・環境耐性ライグラス品種開発

事業 

（一社）日本草地畜産

種子協会 

R2～R4 124,673 Ａ 

31 
すす紋病抵抗性品種選抜マーカー開発

事業 

（一社）日本草地畜産

種子協会 

R2～R4 53,589 Ａ 

32 
乳用牛生産性長命連産性の遺伝改良研

究事業 

（一社）日本ホルスタ

イン登録協会 

R2～R4 83,498 Ａ 

33 
飼養衛生管理徹底等による養豚産業基

盤強化事業 

（一社）日本養豚協会 R2～R4 28,102 Ｂ 

34 
畜産臭気の不快度軽減技術開発普及事

業 

（一財）畜産環境整備

機構 

R2～R4 107,183 Ａ 

35 
混合堆肥の利用拡大普及事業 （一財）畜産環境整備

機構 

R2～R4 86,094 Ａ 

36 
牛乳房炎に対する乳汁移植技術開発事

業 

（学法）麻布大学 R2～R4 36,735 Ｂ 

37 
牛ガラス化胚の新規移植法開発・実用化

事業 

（学法）北里大学 R2～R4 33,823 Ｂ 

38 
飼養技術の最適化と消費者評価による国

産豚肉の競争力強化事業 

（学法）近畿大学 R2～R4 64,750 Ａ 

39 
早期肥育現場におけるデータ駆動型スマ

ート肉用牛肥育システムの展開事業 

（学法）近畿大学 R4 21,379 Ａ 

40 
豚呼吸器病早期発見のための AI耳標セ

ンサ研究開発事業 

（公大）広島市立大学 R2～R4 42,260 Ｂ 

41 牛体外受精胚の高品質化技術開発事業 （国大）岩手大学 R2～R4 42,306 Ａ 
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№ 事業名 事業実施主体 
事業実施 

期間（年度） 

助成実績 

額（千円） 
総合評価 
（自己評価） 

42 
免疫活性化で受胎性を高める牛受精卵

移植法事業 

（国大）北海道国立大

学機構 帯広畜産大学 

R2～R4 96,709 Ａ 

43 
受精卵による障がい者乗用馬等の生産

法確立事業 

（国大）北海道国立大

学機構 帯広畜産大学 

R2～R4 96,542 Ａ 

44 
電子指示書を用いた豚群衛生管理の実

証実験事業 

（国大）東京大学 R2～R4 73,967 Ｂ 

45 牛呼吸器病症候群制御のための事業 （国大）東京大学 R2～R4 33,354 Ａ 

46 
人工知能による牛体外受精卵の自動評

価事業 

（国大）東京農工大学 R2～R4 88,825 Ａ 

47 
監視伝染病以外の牛病原体の検査シス

テム開発事業 

（国大）東京農工大学 R3～R4 57,077 Ａ 

48 乳牛の乳房炎発症予防手法開発事業 （国大）東北大学 R2～R4 116,721 Ａ 

49 放牧地における家畜糞分解適正化事業 （国大）北海道大学 R3～R4 3,826 Ｂ 

50 
原皮裁断技術開発実用化推進事業 食肉生産技術研究組

合 

R3～R4 24,332 Ｂ 

51 
食肉流通 HACCP推進事業 全国食肉事業協同組

合連合会 

R2～R4 92,111 Ｂ 

 合計 51事業   3,230,127 
千円 

 

 

（注釈） 

⚫  事業実施主体における略称について、（国大）は国立大学法人、（公大）は公立大学法人、（学法）

は学校法人、（一社）は一般社団法人、（公社）は公益社団法人、（一財）は一般財団法人、（公財）

は公益財団法人。 

⚫  事業実施期間における略称について、「R」は令和。 

⚫  各事業内容等についてはＪＲＡホームページをご覧ください。 

https://www.jra.go.jp/company/social/livestock/about/index.html 

> 畜産振興事業 自己評価票 > 令和 5年度（PDF） 

 

 

  

https://www.jra.go.jp/company/social/livestock/about/index.html
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３．ヒアリング評価結果 
 

令和 4年度終了事業のうち次の 4件についてヒアリング評価を実施しました。 

① 電子指示書を用いた豚群衛生管理の実証試験事業（国立大学法人 東京大学） 

② 黒毛和種の強化ゲノム情報の改善・活用事業（公益社団法人 畜産技術協会） 

③ 免疫活性化で受胎性を高める牛受精卵移植法事業（国立大学法人北海道国立大学機構 帯

広畜産大学） 

④ 乳牛の乳房炎発症予防手法開発事業（国立大学法人 東北大学） 

 

注釈 【視点別評価】及び【総合評価】における評価基準（英数字）の解説は、『5．JRA 畜産振興事業評価

方法等』（1）『② 評価項目及び評価基準』参照。 

 

【3-1】電子指示書を用いた豚群衛生管理の実証試験事業（東京大学） 

事業名 
電子指示書を用いた豚群衛生管理の実証試

験事業 
事業実施期間 

令和 2年度～ 

令和 4年度 

事業実施 

主体 
国立大学法人 東京大学 

事業費実績額 

(うち助成実績額) 

75,318千円 

（73,967千円） 

 

【事業概要】 

動物用医薬品の適正な使用に基づく、衛生管理の向上と畜産物の安全性を確保することは喫緊の課

題である。このため、抗菌剤等の動物性医薬品の購入に要する獣医師の指示書を獣医師、生産者、医薬

品販売店、家畜保健衛生所の間で共有するため電子的に送受信する仕組みを検討・作成し、養豚分野で

実証試験を行うとともに、飼養衛生管理の向上等に活用する方法を検討する。さらに、他の畜種も含め、

全国展開する際の課題を整理し、我が国の実態に即した仕組みを構築することを目的とする事業。 
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【事業実績】（カッコ書きは目標値） 【事業成果】 

① 電子指示書システムの実証

試験に参加した経営体 

農場 

50か所
（50か所） 

獣医師 

10人 
（10人） 

医薬品 

販売業者 

15者 
（5 者） 

家畜保健

衛生所 

23か所 
（4 か所） 

抗菌剤等の要指示医薬品の指示書を獣医師、生産

者、医薬品販売店、家畜保健衛生所の間で電子的に

送受信する「電子指示書システム」のプロトタイプ（以

下「本システム」という。）を検討・作成し、養豚分野で

の実証試験を実施して得られた知見及び使用者・有識

者の意見に基づき本システムを改良した。 

実証試験を通じて多くの本システムの使用経験を蓄

積し、海外の動物用医薬品使用報告システムの調査、

国内の畜産関係者等に対する聞き取り調査等の結果

と合わせて本システムの運用、抗菌剤等の農場での

使用データの利用等に関する課題を整理した。 

② 実証試験を実施した地域 19道県 
（4 地域） 

 

【視点別評価】 

〔必要性〕 

『４』 

動物用医薬品の適正な使用に基づく衛生管理の向上と畜産物の安全性の確保等は

喫緊の課題であり、さらに、薬剤性耐菌が畜産物等を介して人に伝播し、人での抗菌剤

の治療効果が十分に得られない可能性もあることから、本事業の必要性は高い。 

〔効率性〕 

『３』 

想定していた実証試験の管理等のための人材を雇用することができなかったもの

の、事業実績は目標値を全て達成することができた。 

〔有効性〕 

『３』 

本システムの構築及び改良をすることができたものの、得られたデータを用いた各農

場の飼養衛生管理への活用までは到達できなかった。しかしながら、残された課題につ

いては関連調査を実施して明確にした。 

 

【総合評価】 【評価委員会の意見】 

B 

我が国の畜産業、特に養豚業においては、抗菌剤等が要指示医薬品として使用さ

れているが、衛生管理の向上と畜産物の安全性を確保するために動物用医薬品の適

正使用が求められている。 

本事業は、抗菌剤等の動物用医薬品の購入に要する獣医師の指示書を獣医師、

生産者、医薬品販売店、家畜保健衛生所の間で電子的に送受信するシステムを検

討・作成し、養豚分野で全国的に実証試験を行い、他の畜種にも普及させるための課

題を整理し、提案を行うことを目的とした。 

本事業では、要指示医薬品の指示書を獣医師、生産者、医薬品販売店、家畜保健

所の間で共有するために送受信するシステムを作成・改良し、最終年度には 10 名の

獣医師のもと、19道県、50農場、15医薬品販売業者、23家畜保健衛生所が参加して

実証実験を行った。 

しかしながら、得られたデータを用いた各農場における飼養衛生管理への活用まで

は実現できておらず、システムとしての完成が望まれる。 

また、将来的に多剤・耐性菌を防ぐためには、国との連携が必要であり、この事業

の成果が、現在国において検討がされている飼養衛生管理情報共有システムの構築

に資することを期待する。 
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【3-2】黒毛和種の強化ゲノム情報の改善・活用事業（畜産技術協会） 

事業名 
黒毛和種の強化ゲノム情報の改善・活用事

業 
事業実施期間 

令和 2年度～ 

令和 4年度 

事業実施 

主体 
公益社団法人 畜産技術協会 

事業費実績額 

(うち助成実績額) 

143,543千円 

（143,543千円） 

 

【事業概要】 

黒毛和種の育種改良を持続的に行うためには、1）ゲノム育種価による経済形質の改良、2）ゲノムデー

タベースによる遺伝的不良形質の迅速・確実な抑制を両輪で進める必要がある。このため、①黒毛和種

ゲノムデータベースの改善・整備、②黒毛和種ゲノムデータベースの活用による有害変異の効率的特定

手法の開発によって、有害変異をスピーディーに特定し、持続的に育種改良できる情報基盤の構築を目

的とする事業。 

 

 

【事業実績】（カッコ書きは目標値） 【事業成果】 

① 黒毛和種ゲノム

データベースの

改善と整備 

100頭 
（100 頭） 

黒毛和種の重要種雄牛 36 頭の全ゲノムシーケンス解析で得られ

たプラチナゲノム配列を新規に和牛ゲノムデータベース（以下

「WGDB」という。）に格納し、延 100 頭の高精度 WGDB を構築した。
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【事業実績】（カッコ書きは目標値） 【事業成果】 

② 黒毛和種ゲノム

データベースの

活用による有害

変異の効率的特

定 

3有害

変異 
（3 有害

変異） 

また、エクソームデータ、高密度 SNP データ、RNA シーケンスデータ

等も含む、黒毛和種のほぼすべてのゲノム変異が格納された。 

さらに、WGDB のブラウザ機能を整備し、WGDB 協議会の参画機

関を 7から 15に増やし、管理体制の強化を行なった。 

黒毛和種ゲノムデータベースの活用による有害変異の効率的特

定手法として、WGDB のゲノムデータから既存のヒト・マウスの遺伝

子と疾患公共データベースを参照して黒毛和種の候補有害変異を効

率的に抽出し、頻度調査と生物学的な実験により有害変異を検証す

る方法を開発し、3個の新規有害変異を特定した。 

 

【視点別評価】 

〔必要性〕 

『４』 

黒毛和種では、ゲノム選抜の実用化によって世代間隔の短縮に伴う新たな遺伝的不良

形質の発生が予想されることから、有害変異を迅速に特定するためのゲノム情報基盤の

整備は、黒毛和種の遺伝的不良形質発生の低減及び安定生産のため、必要性の高い課

題である。 

〔効率性〕 

『４』 

WGDB 参画機関を事業開始時の 7 から 15 に増やし、それぞれの機関の解析協力者か

ら専門的サポートを受け、データベースの運用体制を強化することができた。 

〔有効性〕 

『４』 

黒毛和種ゲノムデータベースを改善・整備し、その活用による有害変異の効率的特定

手法の開発を行い、その実証結果として新たに 3 個の有害変異を特定したことは有効な

成果である。 

 

【総合評価】 【評価委員会の意見】 

A 

黒毛和種では、経済形質のゲノム選抜の実用化が世代間隔の短縮をもたらすこと

により、新たな遺伝的不良形質の発生が懸念されることから、有害変異を迅速に特定

するためのゲノム情報基盤の整備が求められている。 

本事業は、既存の黒毛和種ゲノムデータベースを改善・整備するとともに、ゲノムデ

ータベースを活用して有害変異を効率的に特定する手法を開発することにより、遺伝

的不良形質を排除して育種改良を持続的に進めることを目的とした。 

本事業では、前事業と合わせて延 100 頭の WGDB を構築するとともに、エクソーム

データ、高精度SNPデータ、RNAシーケンスデータ等のゲノム変異も格納した。WGDB

のゲノムデータから既存のヒト・マウスの遺伝子と疾患公共データベースを参照して、

候補有害変異を効率的に抽出し、有害変異を検証する手法を開発した。その結果、新

たに 3個の有害変異を特定したことは高く評価できる。 

また、新規個体のゲノム情報の取得に加え、15機関による WGDBの運用体制構築

等により、データベースの充実・進展が図られた。 

今後は、対象品種を他の和牛品種にまで拡大して WGDB をさらに充実・整備させる

とともに、新規有害変異の検査体制の整備や、有害変異遺伝子を持つ種畜を摘発す

るために、その牛に認められる臨床症状等も明らかにしていくことを期待する。また、

和牛ゲノム情報の保護と利活用を議論するプラットホームとして、WGDB の継続的な

維持・活用を期待する。 
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【3-3】免疫活性化で受胎性を高める牛受精卵移植法事業（帯広畜産大学） 

事業名 
免疫活性化で受胎性を高める牛受精卵移植

法事業 
事業実施期間 

令和 2年度～ 

令和 4年度 

事業実施 

主体 

国立大学法人北海道国立大学機構 帯広畜

産大学 

事業費実績額 

(うち助成実績額) 

96,709千円 

（96,709千円） 

 

【事業概要】 

繁殖雌牛頭数の減少により子牛価格が高止まりとなり肉牛経営を圧迫していることから、乳用牛又

は F1への和牛受精卵 ETによる子牛供給の強化が急務である。しかしながら、現状の ET受胎率は体

内卵 50%、IVF40%程度である。このため、受精卵を寛容する受卵牛の免疫環境を整えることで ET 受胎

率を 5%向上させる移植法を構築し、大規模 ET 試験で経済効果と合わせて検証して、技術体系として

実用化することを目的とする事業。 

 

 

【事業実績】（カッコ書きは目標値） 【事業成果】 

① 受卵牛の子宮免疫活性

化試験 
50～100 頭 2 回以上 
（50～100頭 2回以上） 

免疫活性化アゴニストによって受卵牛の子宮免

疫を活性化して ET に進むと、受胎率が 10％増加

した。 

体外受精卵作出に際して免疫機能を刺激する

と、発生能、生存性、IFNT 分泌に優れた胚盤胞を

作出できた。 

② 受精卵を介した受卵牛の

免疫活性化試験 

50～60頭 2回以上 
（50～100 頭 2回以上） 

③ 大規模 ET試験 500～1,000頭 
（500～1,000頭） 
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【視点別評価】 

〔必要性〕 

『５』 

肉牛繁殖・肥育の経営安定のために、乳用牛又は F1 雌牛を受卵牛とする和牛受精

卵の移植によって効率的な和牛子牛生産を広く体系化することが急務であることから、

必要性は非常に高い。 

〔効率性〕 

『３』 

交付された事業費の範囲内で、目標を上回る成果を上げることができ、効率的に事

業を執行した。 

〔有効性〕 

『４』 

受卵牛の免疫活性化による ET 受胎率は、夏季分娩牛では効果が見られなかったも

のの、目標値である 5％増加を大きく上回る 10％増加を達成するとともに、計画してい

た 1,000頭を上回る試験を実施することができた。 

 

【総合評価】 【評価委員会の意見】 

A 

和牛生産では、繁殖雌牛頭数の減少により、子牛価格が高止まって肉牛経営を圧

迫していることから、乳用牛及び F1 への和牛受精卵移植による子牛供給の強化が求

められている。 

本事業は、受精卵移植の受胎率が体内卵 50%、IVF40%であるところ、受精卵を寛容

する受卵牛の免疫環境を整えることにより受胎率をそれぞれ 5％向上させる移植法を

構築するとともに、大規模移植試験により技術体系として実用化することを目的とし

た。 

本事業では、免疫活性化アゴニストを子宮内に投与することにより受卵牛の免疫機

能を刺激した後に受精卵移植を 100頭規模で行ったところ、受胎率を 10％増加させる

ことができたことは高く評価できる。 

また、体外受精卵の培養系において免疫機能を刺激することにより、発生能、生存

性、IFNT分泌に優れた胚盤胞を作出できた。 

ただし、夏季分娩牛では分娩時の子宮へのダメージが大きいなど、本手法の適応

には明確な指標が必要とされた。 

今後は、大規模移植試験の結果を踏まえて、本成果の基本的な使用条件を明確に

し、技術体系として普及されることを期待する。 

さらに、黒毛和種雌牛の繁殖管理面において、ビタミン類やミネラル等の豊富な良

質粗飼料を給与することや、放牧による受胎促進が報告されていることから、本事業

と組み合わせることにより、更なる受胎率の向上を期待する。 
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【3-4】乳牛の乳房炎発症予防手法開発事業（東北大学） 

事業名 乳牛の乳房炎発症予防手法開発事業 事業実施期間 
令和 2年度～ 

令和 4年度 

事業実施 

主体 
国立大学法人 東北大学 

事業費実績額 

(うち助成実績額) 

118,346千円 

（116,721千円） 

 

【事業概要】 

酪農業において乳房炎対策は喫緊の課題である。このため、乳房炎発症又は抗病性に関わる乳汁

中因子の乳房炎発症との関連性について多彩な牛群を用いて遺伝的影響を検証し、プロバイオティク

ス飼料給与等の免疫能向上を融合した乳牛の乳房炎に対する抗病性改善・乳生産性向上に関する検

証を行い、抗生剤に依存しない飼養管理手法の改善による総合的な乳牛の乳房炎発症予防法のため

の指針の確立を目的とする事業。 
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【事業実績】（カッコ書きは目標値） 【事業成果】 

① 抗乳房炎育種手法開発

に関わる遺伝形質候補 
3個 
（3 個） 

抗乳房炎育種手法に関わる遺伝形質候補で

は、近赤外スペクトルデータを用いた乳汁中免疫

グロブリンの予測が可能であることが判明し、乳

汁中のラクトフェリン、IgA、IgG の 3 形質を抗乳房

炎育種の指標となり得ることを明らかにした。 

飼料の評価指針では、乳牛の乳房炎発症予防

法開発によって、「プロバイオティクス飼料枯草

菌」と「乳汁中体細胞数を低く安定化」が直接指標

となり得ることを明らかにした。 

② プロバイオティクス飼料

の評価指針 

2個 
（2 個） 

③ 乳牛の抗乳房炎育種手

法に関するシンポジウム

開催 

1件 
（1 件） 

 

【視点別評価】 

〔必要性〕 

『５』 

乳房炎は牛疾病の中で最も発症頭数が多く、日本での治療費、罹患牛廃用などの経

済的な損失は年間 1,000 億円と推定され、食肉と牛乳を介して耐性菌が人に伝播した

症例が報告されていることから、乳房炎の防除は今日の獣医畜産領域において重要な

課題である。 

〔効率性〕 

『３』 

各研究項目における弾力的な人員配置等により、交付された事業費の範囲内で効

率的に事業を遂行した。 

〔有効性〕 

『４』 

抗乳房炎育種手法に関わる遺伝形質候補では、乳汁中の3つの形質を抗乳房炎育

種の指標となり得ることを明らかにした。 

また、プロバイオティクス飼料の評価指針では、乳牛の乳房炎発症予防法開発によ

って2つの要素が直接指標となり得ることを明らかにするなど、有用な成果が得られた。 

 

【総合評価】 【評価委員会の意見】 

A 

乳房炎は、乳牛の疾病の中で酪農家に対し最も甚大な損失を与えている疾病であ

り、生乳生産上の最も大きな損耗要因として、また公衆衛生上、安全な原料乳生産を

行う上でも酪農業界の喫緊の課題となっている。 

乳房炎の治療は主に抗生剤の投与によって行われるが、抗生剤の残留事故や薬

剤耐性の問題等もあり、抗生剤を使用しない乳房炎対策が求められている。 

本事業は、乳牛の抗病性を遺伝的に改良するとともに、乳牛の自然免疫能を向上

させる飼料添加物を活用した飼養管理により宿主側の抗病性を向上させ、抗生剤に

依存しない飼養管理手法による乳房炎発症予防法のための指針を確立することを目

的とした。 

本事業では、抗病性の指標として遺伝率が 0.1 以下の体細胞スコアに替えて遺伝

率が 0.4 程度の乳汁中のラクトフェリン、IgA、IgG が抗乳房炎育種の指標になり得るこ

とを示したこと、また、プロバイオティクスとして枯草菌を給与すると乳房炎発症履歴の

ある牛で、乳房炎発症回数、投薬日数及び出荷停止日数を有意に抑制することを明

らかにしたことは高く評価できる。 

今後は、ラクトフェリン、IgA、IgG が抗病性育種の指標として NTP（総合指数）に取り

入れられるように検証を進めるとともに、枯草菌の給与時期や給与量について体系化

すること、また、本事業で得られた効果が見られた農場と見られなかった農場の乳房

炎の原因を比較し、どのような乳房炎に効果があるかを解明することを期待する。 
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４．書面評価結果 
 

令和 4年度終了事業のうち次の 6件について書面評価を実施しました。 

① 臨床獣医師防疫体制強化事業（（公社）中央畜産会） 

② 安定多収・環境耐性ライグラス品種開発事業（（一社）日本草地畜産種子協会） 

③ 畜産臭気の不快度軽減技術開発普及事業（（一財）畜産環境整備機構） 

④ 人工知能による牛体外受精卵の自動評価事業（（国大）東京農工大学） 

⑤ 酪農における飼養管理改善対策事業（乳用牛群検定全国協議会） 

⑥ 飼養技術の最適化と消費者評価による国産豚肉の競争力強化事業（（学法）近畿大学） 

 

注釈 【総合評価】における評価基準（英字）の解説は、『5．JRA 畜産振興事業評価方法等』（1）『② 評価

項目及び評価基準』ロ．参照。 

 

【4-1】臨床獣医師防疫体制強化事業（中央畜産会） 

事業名 臨床獣医師防疫体制強化事業 事業実施期間 
令和 2年度～ 

令和 4年度 

事業実施 

主体 
（公社）中央畜産会 

事業費実績額 

(うち助成実績額) 

126,921千円 

（126,921千円） 

 

【事業概要】 

近年、アジア地域における口蹄疫及びアフリカ豚熱の発生等、周辺諸国における家畜衛生状況は緊

迫の度を増しており、悪性家畜伝染病等の侵入・発生した際の緊急防疫を支援できる民間産業動物獣医

師の育成・確保は重要な課題である。このため、防疫支援強化に不可欠な新規獣医師の基礎臨床診療

技術の早期習得及び臨床現場で家畜伝染性疾病等に即応できる臨床診療技術水準の確保を図るととも

に、第一次診療及び初期防疫措置を担う中堅産業動物診療獣医師に対する臨床診療技術の習得及び

防疫措置支援体制の充実により、防疫水準の維持向上を目的とする事業。 
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【事業概要】 

 
 

 

【事業実績】（カッコ書きは目標値） 【事業成果】 

① 新規獣医師基礎臨床診療技

術研修の開催 

3回 
（3 回） 

新規獣医師基礎臨床診療技術研修、感染症等

対策強化講習会、防疫体験実習及び最新診断技

術向上講習会の開催については、新型コロナウイ

ルス感染症対策のため、対面による開催が困難と

なり、動画視聴による開催方法に変更したことか

ら、開催回数は目標値に達しなかったが、参加目

標 1,200名に対し、1,781名の参加があった。 

特定家畜伝染病等対策普及資料として、「畜産

現場のバイオセキュリティ強化マニュアル」「高病

原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエ

ンザに関する特定家畜伝染病防疫指針」「豚熱及

びアフリカ豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指

針」「口蹄疫・牛疫・牛肺疫に関する家畜伝染病防

疫指針」「牛海綿状脳症（BSE）に関する特定家畜

伝染病防疫指針」の 5 種類、50,500 部を作成・配

布し、目標を上回った。 

② 特定家畜伝染病等対策普及

資料の作成 

50,500部 
（30,000 部） 

③ 感染症等対策強化講習会の

開催 

3回 
（12回） 

④ 防疫体験実習の開催 3回 
（6 回） 

⑤ 最新診断技術向上講習会の

開催 

3回 
（6 回） 

 

【総合評価】 【評価委員会の意見】 

A 

アジア地域における口蹄疫の流行やアフリカ豚熱の発生や拡大により、海外悪性

伝染病の国内への侵入の脅威が一段と高まっている中、発生時の緊急防疫を支援で

きる民間産業動物獣医師の育成は重要な課題である。 

本事業は、新規獣医師等への基礎臨床診療技術研修、産業動物臨床獣医師への

感染症対策講習会、防疫体験実習、最新臨床診療技術向上講習会等を実施すること

により、臨床現場で家畜伝染性疾病に即応できる臨床診療技術水準の確保を図るこ

とを目的とした。 

本事業では、特定家畜伝染病等に対する防疫体制を整えるために、新規獣医師に

対する基礎臨床診療技術の向上を目的とした各種研修や講習会等による情報提供を

実施し、また、畜産情勢に即応した特定家畜伝染病等対策普及資料の冊子を配布し

た。 

コロナ禍により、直接指導ではなく動画視聴による配信形式に変更せざるを得ない

場合もあったが、実績としては 3年間の目標である 1,200名を大きく上回る 1,781名の

講習会等への参加が得られ、目標値は十分達成したことは評価できる。 

このような事業は有効であり、今後も継続して実施することが望ましい。より多くの

産業獣医師が技術や最新の知識を得るためには、今後も継続するだけでなく、e-ラー

ニングの活用等、受講しやすく効率のよい方法の更なる検討が望まれる。 
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【4-2】安定多収・環境耐性ライグラス品種開発事業（日本草地畜産種子協会） 

事業名 安定多収・環境耐性ライグラス品種開発事業 事業実施期間 
令和 2年度～ 

令和 4年度 

事業実施 

主体 
（一社）日本草地畜産種子協会 

事業費実績額 

(うち助成実績額) 

124,696千円 

（124,673千円） 

 

【事業概要】 

畜産物生産費の過半を占める飼料費の低減による安定的な畜産経営を図るためには、国産飼料作物

の作付け拡大や栄養単収の向上による飼料増産が喫緊の課題である。このため、牧草の中でも高栄養

なライグラス類について、イタリアンライグラスのいもち病抵抗性、耐倒伏性及びペレニアルライグラスの

越冬性等を改良することにより、多様な環境リスク下においても安定多収性を示す環境耐性品種の開

発・普及を促進することを目的とする事業。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   
 

 

 

イタリアンライグラス・JFIR-21 
いもち病抵抗性主働遺伝子 LmPi2 を 

保有し、はやまき１８よりもさらに高い 

いもち病抵抗性を示す。 

４倍体いもち病抵抗性系統の育成 
収量性を向上させるため、コルヒチン処理に 

より JFIR-21 を倍加 

●人為的な除雪や積雪期間延長及び新たな選抜圃場設置によりペレニアルライグラス高度越冬性系統を育成 

 

●いもち病抵抗性イタリアンライグラス品種の収量性を向上 

させるため、染色体数を倍加した４倍体系統を育成 
●耐倒伏性を改良したイタリアンライグラス４倍体早生

系統を育成 
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【事業実績】（カッコ書きは目標値） 【事業成果】 

① イタリアンライグラス 4倍体いもち

病抵抗性系統育成実施 

2か所 
（2 か所） 

イタリアンライグラス改良品種育成実施及び生

産力検定試験並びにペレニアルライグラス改良品

種適応性等検定試験及び実規模試験について

は、いずれも目標値を達成した。 

また、イタリアンライグラス JFIR-21 の倍加系統

については、母系の評価結果に基づき選抜を行う

よう選抜手法を見直すことにより、能力向上を実

現した。 

② イタリアンライグラス 4倍体耐倒伏

性系統育成実施 

2か所 
（2 か所） 

③ イタリアンライグラスいもち病抵抗

性・低硝酸態窒素系統の病害・生

産力検定試験 

2か所 
（2 か所） 

④ ペレニアルライグラス越冬性新系

統の適応性検定試験 

5か所 
（5 か所） 

⑤ ペレニアルライグラス越冬性新系

統の耐寒性特性検定試験 

1か所 
（1 か所） 

⑥ ペレニアルライグラス雪腐大粒菌

核病抵抗性品種「道東 1号」の実

規模試験 

1か所 
（1 か所） 

 

【総合評価】 【評価委員会の意見】 

B 

近年の飼料価格の高騰による畜産経営悪化の中で、自給飼料の安定生産による

飼料費の低減が喫緊の課題となっている。 

本事業は、イタリアンライグラスのいもち病抵抗性、耐倒伏性及びペレニアルライグ

ラスの越冬性等の改良による安定多収性の環境耐性品種の開発・普及を目的とし

た。 

本事業では、4倍体高度いもち病抵抗性イタリアンライグラス系統、4 倍体耐倒伏性

イタリアンライグラス系統及び北海道全域で越冬可能な高度越冬性ペレニアルライグ

ラス系統について各 1系統を選抜した。 

イタリアンライグラスについては種苗登録のための特性調査が、また、ペレニアルラ

イグラスについては実証規模での現地調査が予定されており、品種登録出願に値す

る新品種の開発に向けた試験研究の実施を望む。 

 

 

【4-3】畜産臭気の不快度軽減技術開発普及事業（畜産環境整備機構） 

事業名 畜産臭気の不快度軽減技術開発普及事業 事業実施期間 
令和 2年度～ 

令和 4年度 

事業実施 

主体 
（一財）畜産環境整備機構 

事業費実績額 

(うち助成実績額) 

107,183千円 

（107,183千円） 

 

【事業概要】 

畜産現場の悪臭苦情低減については、これまで臭気強度及び臭気濃度を低減する技術を開発するな

ど様々な対策を講じているが、畜産経営と一般住民居住場所の近接化が益々進み、不快感を訴える臭

気苦情問題が深刻化している。このため、従来の臭気強度等に加え、臭いの不快性まで考慮した臭気対

策が必要となっていることから、臭気低減資材や浄化槽処理水等を活用してコスト低減に配慮した臭気

の不快度軽減技術を開発し、普及することを目的とする事業。 
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【事業概要】 

 

 

【事業実績】（カッコ書きは目標値） 【事業成果】 

① 臭気軽減効果

の実証 

2か所 
（2 か所） 

臭気軽減効果の実証では、気象条件と連動した資材の自動

散布装置を製作し、コスト低減のため水と交互に散布する芳香

消臭剤散布ラインと水散布ラインの２系統の噴霧装置を開発し

た。 

浄化処理水利用による脱臭技術の実証では、スクラバー内

に充填する接触材としての網状接触材は、表面にバイオフィル

ム状のものが形成され畜産臭の緩和に貢献することを明らか

にし、既存の接触材に比べて耐久性の観点から優位性が高い

ことを明らかにした。また、活性汚泥を利用した脱臭装置を用

いた場合には、家畜ふん尿処理の固液分離機の稼働時に発

生する硫化水素が主成分である臭気を 99%除去できることを

明らかにし、脱臭装置作成の具体的な設計指針を得た。 

不快臭軽減に寄与する資材の効果判定では、14種類を評

価し、そのうち 1種類の芳香消臭剤が畜舎臭に対して最も快

不快度を改善させることを明らかにしたうえで、具体的な利用

方法を提案した。 

悪臭苦情低減優良事例調査では 6農場を調査した。 

以上の成果等をとりまとめた冊子（2,000部）を作成して関係

機関等に配布するとともに、オンライン形式（YouTube）による

説明会では 123件の視聴があり、アンケート結果から理解度

は 100％であった。 

② 浄化処理水利

用による脱臭

技術の実証 

2か所 
（2 か所） 

③ 不快臭軽減に

寄与する資材

の効果判定 

14種類 
（5 種類） 

④ 悪臭苦情低減

優良事例調査 

6か所 
（5 か所） 

⑤ 優良事例集の

作成 

2,000部 
（2,000 部） 

⑥ 説明会の開催 YouTube配信

123件視聴 
（1 回参加者 60 名） 



 

- 27 - 

 

【総合評価】 【評価委員会の意見】 

A 

畜産経営の規模拡大や一般住民居住場所との近接化等により、畜産環境問題に

関する苦情の中でも悪臭の苦情が約 5 割を占めており、悪臭対策技術の開発普及が

求められている。 

本事業は、従来の臭気強度に加えて快不快度による評価を指標として、コストを低

減した臭気の不快度軽減技術を開発するとともに、それらの実証試験や優良事例をと

りまとめることにより、これまでに開発した悪臭低減技術を普及することを目的とした。 

本事業では、臭気指数、臭気強度に加え、新たに 9 段階快・不快度表示法を導入し

て、当初計画の 5種類を大きく上回る 14種類の資材について評価し、そのうち 1種類

の芳香消臭剤が畜舎臭に対して最も不快度改善効果があることを明らかにした。ま

た、気象と連動した自動散布装置や畜産汚水処理施設を利用した脱臭技術を開発し

た。 

さらに、臭気対策の優良事例等を作成・配布し、オンラインによる普及活動を実施し

たことは、社会実装に向けた取組として評価できる。 

 

 

【4-4】人工知能による牛体外受精卵の自動評価事業（東京農工大学） 

事業名 
人工知能による牛体外受精卵の自動評価事

業 
事業実施期間 

令和 2年度～ 

令和 4年度 

事業実施 

主体 
（国大）東京農工大学 

事業費実績額 

(うち助成実績額) 

90,779千円 

（88,825千円） 

 

【事業概要】 

近年、短期間かつ低価格で大量生産可能な体外受精（IVF）卵の更なる普及が求められている。しか

しながら、IVF 卵を用いた場合の受胎率は体内受精卵に比べて低く、さらに、過大子による難産、死産

等の分娩事故による損耗も体内受精卵に比べて多いことから、IVF 卵移植の普及率向上の妨げになっ

ている。このため、これまでに開発してきた牛 IVF 卵の選別技術を高度化し、従来の課題を解決し得る

新たな選別技術「ディープラーニング技術による牛 IVF 卵の自動評価技術」を確立することを目的とす

る事業。 
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【事業概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業実績】（カッコ書きは目標値） 【事業成果】 

① 生育成否予測バイオマ

ーカーの探索 

370頭 
（200 頭） 

370 頭の移植試験と受精卵のタイムラプス画像を紐付け

することにより、生育成否予測バイオマーカーを探索し、特

に第一卵割の分裂様式が生育成否予測バイオマーカーと

して優れていることを明らかにした。 

また、探索したバイオマーカーを基に、生育可能卵の自

動選別技術をディープラーニングを用いて開発した。自動

選別した受精卵 50個のコピー数多型を解析し、選別した受

精卵に細胞遺伝学的異常がないことを明らかにした。自動

選別した受精卵を 203 頭の借り腹牛に移植し、開発した技

術の有効性を証明した。 

成果指標として、受胎率 50%を目標としていたが、生育可

として判定された受精卵を移植した場合の受胎率は 56%と、

国際胚技術学会が推奨する code1 又は code2 による移植

法（以下「従来法」という。）の 24%と比較し高率であった。ま

た、過大子率については 2%を目標としていたが、選別した

IVF 卵の過大子率は 12.5%であった。しかしながら、体内受

精卵を同じ牧場で移植した場合の過大子率が 7.5%であり、

両者での有意差は認められなかった。 

② 生育可能な IVF卵の自

動選別技術の開発 

1件 
（1 件） 

③ 自動選別した IVF卵の細

胞遺伝学的正常性評価 

52個 
（50個） 

④ 現場実証試験 203頭 
（200 頭） 

⑤ 成果の公表 2件 
（5 件） 

 

【総合評価】 【評価委員会の意見】 

A 

和牛を増産するためには、IVF 卵移植の普及が求められているが、その受胎率は

30%程度と体内受精卵と比較して低率であり、また、過大子による分娩事故による損

耗も多いなどの課題がある。 

本事業は、IVF 卵の品質を評価するために受精卵の生育成否を予測するバイオマ

ーカーを探索し、ディープラーニングを用いて自動選別する技術を開発するとともに、

自動選別された IVF 卵の細胞遺伝学的正常性と移植後の生育性を実証して、IVF 卵
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【総合評価】 【評価委員会の意見】 

移植による和牛子牛の生産性を向上すること及び過大子率を体内受精卵移植と同等

に低減させることを目的とした。 

本事業では、IVF 卵の受胎率は 56%、過大子率は体内受精卵移植の発生率と同等

という結果となり、中間成果指標の目標値を達成した。 

IVF 卵の生育成否を予測するバイオマーカーとして第一卵割の分裂様式が優れて

いることを明らかにしたこと、さらに、第一卵割が正常であった受精卵は細胞遺伝学的

に異常がなく、受胎率は 56%と従来法の 24%よりも高く、その生時体重や過大子率は

体内由来胚と同等であることを明らかにしたことは評価できる。 

その一方で、ディープラーニングを用いて第一卵割の画像を解析したところ、クラス

2 と 3 を正しく判定できていなかった。ディープラーニングを活用するにはビッグデータ

が必要であることから、これまでに蓄積した画像数では不十分であったと思われるた

め、今後、受精卵画像を大量に積み増して、ディープラーニングを用いた受精卵の生

育成否自動選別技術を改善することを期待する。 

また、最終成果指標に揚げた受胎率 60%に至るため、選別技術のみならず、飼養管

理の改善等にも取り組むこと、さらに本技術の採算性を検討し、産業利用及び普及に

つなげることを期待する。 

 

 

【4-5】酪農における飼養管理改善対策事業（乳用牛群検定全国協議会） 

事業名 酪農における飼養管理改善対策事業 事業実施期間 
令和 2年度～ 

令和 4年度 

事業実施 

主体 
乳用牛群検定全国協議会 

事業費実績額 

(うち助成実績額) 

104,537千円 

（88,741千円） 

 

【事業概要】 

生産コストの削減による効率的な生乳生産を行うためには、飼料の有効利用を促進する情報を酪農

家に提供し、無駄な飼料給与を徹底的に削減することが重要である。このため、最新の情報処理技術

を駆使し、酪農家に毎月届けられている牛群検定成績表を理解しやすい情報にして提供することによ

り、酪農家自身がその情報を活用できるようにすることを目的とする事業。 
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【事業概要】 

 

 

【事業実績】（カッコ書きは目標値） 【事業成果】 

① 脂肪酸組成の検査 8地域 
（8 地域） 

飼料の有効利用を促進するため、生乳中の脂肪酸組

成を分析する必要があることから、8 検査所に検量線を

設置し、デ－タ通信等を行った。これにより蓄積した脂肪

酸組成デ－タ等を利用した推定飼料効率を確立した。 

さらに、得られた飼料効率をより有効利用するため、

実証や育種解析を行った。また、酪農家に分かりやすく

情報提供するための解説を加えた検定成績表等も試作

した。  

                                                                                                      

② 脂肪酸組成の関連システム

の設置 

8地域 
（8 地域） 

③ 推定飼料効率の確立 9地域 
（8 地域） 

④ 推定飼料効率の育種解析 8解析 
（5 解析） 

⑤ 牛群検定データ解析と情報

提供試作 

5解析 
（5 解析） 

⑥ 飼養管理改善の情報提供 30回 
（30回） 

 

【総合評価】 【評価委員会の意見】 

A 

飼料価格の高騰など経営環境が厳しい中、飼料の有効利用を促進する情報を酪農

家に提供し、無駄な飼料給与を削減することが求められている。 

本事業は、従来の乳牛群検定では個体ごとのボディコンディションスコア（BCS）の

入力が必要であり利用率が低かったことから、BCS に代わって 3 種類の脂肪酸組成

を分析して飼料効率を推定し、乳牛群検定事業に取り入れることにより、飼養管理の

改善に資することを目的とした。 

本事業では、全国 8 か所の広域乳成分検査所に脂肪酸組成の関連システムを導

入して、生乳の脂肪酸検査体制を確立し、飼料効率の推定を可能にした。 
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【総合評価】 【評価委員会の意見】 

最終的には 80％以上の検定農家への情報提供が見込まれるとのことであり、酪農

家への活用法の普及とも相まって、社会実装の面でも高く評価できる。 

今後は飼料効率や脂肪酸組成の解説を牛群検定成績表に記載し、牛群検定事業

での普及を期待する。 

 

 

【4-6】飼養技術の最適化と消費者評価による国産豚肉の競争力強化事業（近畿大学） 

事業名 
飼養技術の最適化と消費者評価による国産

豚肉の競争力強化事業 
事業実施期間 

令和 2年度～ 

令和 4年度 

事業実施 

主体 
（学法）近畿大学 

事業費実績額 

(うち助成実績額) 

65,750千円 

（64,750千円） 

 

【事業概要】 

国産豚肉は輸入肉と競争するためには高付加価値化が急務であり、脂肪交雑の向上がその有力な

手段となる。肥育成績を低下させず脂肪交雑を向上させる技術としてアミノ酸比率法が開発されたが、

脂肪交雑の再現性を向上させる詳細な条件確立及び経営面での技術評価には未だ課題がある。この

ため、アミノ酸比率法の詳細な条件確立並びに肥育成績及び生産物の観点から技術評価を行い、脂

肪交雑向上技術の最適化を図ることを目的とする事業。 
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【事業概要】 

 

 

【事業実績】（カッコ書きは目標値） 【事業成果】 

① 肥育試験 78頭 
（36頭） 

配合飼料を利用したアミノ酸比率法（リジン/CP 比）

の最適水準を明確にするために、CP、リジンの調整と

併せてエネルギー添加等を行い検証した結果、脂肪交

雑を促進できる最適基準（リジン 0.48％、リジン/CP 比

0.030）が明確になった。この最適基準における胸最長

筋（ロース）の粗脂肪含量は平均値 7％以上であり、全

頭で霜降り豚肉となった。 

これらの結果から、アミノ酸比率法を技術改良した

「脂肪交雑向上技術の導入ガイドライン」を策定した。 

 

② 肉質評価及び豚肉画像解

析（肥育試験豚肉） 

88頭 
（46頭） 

③ 豚肉ホームユーステストの

パイロット調査 

1件 
（1 件） 

④ 一般消費者を対象としたホ

ームユーステスト及び会場

調査による豚肉の嗜好調査 

176人 
（100 人） 

⑤ 脂肪交雑向上技術の導入

ガイドライン作成 

1件 
（1 件） 

 

【総合評価】 【評価委員会の意見】 

A 

海外産豚肉の輸入関税の引き下げにより、価格面では国産豚肉が輸入肉に対して

優位に立つことは困難であるため、豚肉の高品質化・高付加価値化を進める必要が

あり、そのための技術開発が急務である。 

我が国の食味の良い豚肉の特徴として脂肪交雑があり、これを向上させる技術とし

て既に低タンパク質・低リジン法が開発されているが、肉量や発育に影響を及ぼすこ

とから、肥育成績を低下させることなく食味の良い豚肉生産を可能にする最適なアミノ

酸比率を確立する必要がある。 

本事業は、配合飼料のアミノ酸比率について、豚肉経営に関わる発育、肉質、生産

物評価等の観点から検証しつつ、最適な飼料条件を明らかにし、また、この技術のガ

イドラインの作成や生産者へのセミナー等を行い本技術の普及を図ることを目的とし

た。 

本事業では、目標頭数を上回る肥育試験を行い、画像解析、肉質理化学分析及び
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【総合評価】 【評価委員会の意見】 

消費者評価も行った。これらをもとに、配合飼料の最適なアミノ酸比率を決定したこと

や、低リジンと高 CPの霜降り肉に作用する機序を明らかにしたことは優れた成果と評

価できる。また、脂肪交雑技術の導入ガイドラインを策定したことも評価できる。 

今後もコスト競争では不利な状況が続くことが想定される中、高付加価値豚肉の販

売戦略のためには経済的・社会的ニーズ等の分析が望まれる。また本技術の国内普

及を進めるとともに、海外流出を防ぐための知的財産権の保護等の検討も望まれる。 
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５．ＪＲＡ畜産振興事業評価方法等 
 

（1）令和 4年度終了事業に係る評価について 
 

① 評価の実施方法 
事業評価の実施方法は以下の通りとする。 

 

イ．自己評価 

事業終了後、日本中央競馬会が定める様式（自己評価結果等報告書）に基づき、事業の実施主

体が自ら評価を実施する。 

 

ロ．事後評価 

A．ヒアリング評価 

研究開発を主たる目的とする事業であって、畜産振興事業評価委員会が選定した事業につい

て、事業の実施主体から直接ヒアリングを行い評価する。 

Ｂ．書面評価 

Ａのヒアリング評価の対象とならなかった事業のうち畜産振興事業評価委員会が選定した事

業について、事業の実施主体が提出した自己評価結果等報告書等に基づき評価する。 

Ｃ．全体評価 

Ａ、Ｂを含めた令和 4 年度終了事業について、自己評価結果等報告書の総合評価等の実績

をとりまとめて、総括的なコメントを付すことにより評価を実施する。 

 

② 評価項目及び評価基準 
 

イ．視点別評価 
 評価項目 評価基準 

必
要
性 

必要性・緊急性 
各評価項目について、 

以下の５段階で評価 

 

５：非常に高い 

４：高い 

３：標準 

２：やや低い 

１：低い 

国の施策との関連 

新規性・先導性（研究開発事業） 

効
率
性 

投入した資源の妥当性 

事業計画・実施体制の妥当性 

有
効
性 

事業の達成度 

事業成果の普及性・波及性 

 

ロ．総合評価 

視点別評価を踏まえ、以下の 5段階で総合的な評価を行う（Ｂを標準とする）。 

評価項目 評価基準 

総合評価 

Ｓ：視点別評価から見て、非常に高い成果をあげたものと認められる 

Ａ：視点別評価から見て、高い成果をあげたものと認められる 

Ｂ：視点別評価から見て、相応の成果をあげたものと認められる 

Ｃ：視点別評価から見て、一定の成果をあげたものと認められるものの、

物足りない面があった 

Ｄ：視点別評価から見て、成果をあげたとは言い難い 
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③ 畜産振興事業評価委員会 
イ．畜産振興事業評価委員会は、事後評価について検証を行い、その内容について意見を述べる。 

ロ．評価の公平・公正を確保するため、委員がヒアリング評価の対象団体の運営に関わる等利害

関係者に該当すると判断した場合には、委員は当該団体のヒアリング評価を実施しない。 

ハ．委員は、評価を行う際に知り得た情報を第三者に漏らしてはならない。 

 

④ 評価結果の公表等 
日本中央競馬会理事長は、畜産振興事業の透明性を確保するため、評価結果に加え採択実績

や交付実績等をとりまとめて事業評価報告書を作成し、ホームページ等で公表するとともに、畜産

振興事業の運用の改善や予算の配分、評価方法の改善等に活用する。 

 

（2）令和 5年度 評価委員会 開催実績 

【第 1回評価委員会（Web）】 

令和 5年 7月 21日（金） 

令和 5 年度採択事業についてヒアリングを行い、令和 8

年度のヒアリング評価対象事業を決定。 

【第 2回評価委員会（Web）】 

令和 5年 9月 14日（木） 

令和 4 年度に終了したヒアリング評価対象事業について

ヒアリングを行うとともに、書面評価対象事業を決定。 

【第 3回評価委員会】 

令和 5年 11月 29日（水） 

ヒアリング評価及び書面評価の実施、事業評価報告書

の内容について審議。 
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６．関係法令等 

（1）日本中央競馬会法（昭和 29年 7月 1日 法律第 205号）抜粋 
（業務の範囲） 

第１９条 競馬会は、第１条に掲げる目的を達成するため、次に掲げる業務を行う。 

４ 競馬会は、第１項及び第２項に掲げる業務のほか、農林水産省令で定めるところにより、あら

かじめ農林水産大臣の認可を受けて、次に掲げる事業（第３６条第１項において「畜産振興事業

等」という。）であつて農林水産省令で定めるものについて助成することを業務とする法人に対

し、当該助成に必要な資金の全部又は一部に充てるため、交付金を交付する業務（これに附帯す

る業務を含む。）を行うことができる。 

（2）日本中央競馬会法施行規則（昭和 29年 9月 13日 農林省令第 56号）抜粋 
（畜産振興事業等） 

第２条の７ 法第 19条第４項の農林水産省令で定める事業は、次の各号に掲げる事業とする。 

(1) 畜産の経営又は技術の指導の事業 

(2) 肉用牛の生産の合理化のための事業 

(3) 生乳の生産の合理化のための事業 

(4) 家畜衛生の向上のための事業 

(5) 畜産の技術の研究開発に係る事業 

(6) 畜産に係る公害の防止及び自然環境の保全のための事業 

(7) 次に掲げる事業であって、畜産の振興に資すると認められるもの 

イ 農村地域における良好な生活環境の確保を図るための事業 

ロ 農業経営の近代化を図るための事業 

ハ 農村地域における安定的な就業の促進を図るための事業 

ニ 農林水産業に関する技術の研究開発に係る事業 

ホ 農林水産業に係る公害の防止及び自然環境の保全を図るための事業 

（3）ＪＲＡの経営の基本方針 ～ＪＲＡは、毎週走り続けます。～ 
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〔参考〕 
 

７．2024年度 日本中央競馬会畜産振興事業 公募要領（概要） 
 

【事業概要】 

2024 年度においては、日本中央競馬会法第 19 条第４項の規定に基づき、国の畜産振興諸施策を補

完し、総合的な観点から畜産振興が図られるよう、民間の事業主体による畜産の振興に資するための事

業の実施を助長する事業について、日本中央競馬会が事業費を助成します。 

 

【公募テーマ】 

公募する事業テーマ 

１．畜産物の生産・流通対策 

２．国産飼料の生産・利用の促進 

３．労働力・担い手の確保（特定の地域における担い手の確保を含む。） 

４．経営改善の助長・支援 

５．多様な形質の家畜改良と効率的な飼養管理技術の普及 

６．畜産に係る環境問題の対策 

７．家畜衛生の向上のための対策 

８．その他畜産振興に資するもの 

うち重点的に対応する事項 

１．食料安全保障の強化のための対策 

２．輸出拡大のための対策 

３．「みどりの食料システム戦略」の取組に向けた畜産のための対策 

４．収益性の高い経営の育成のための対策 

５．経営を支える労働力や次世代の人材の確保のための対策 

６．家畜排せつ物の適正な管理のための対策 

７．需要に応じた畜産物の生産・供給のための対策 

８．重要な家畜疾病（口蹄疫、鳥インフルエンザ、豚熱、アフリカ豚熱、馬インフ

ルエンザ等）の防疫関連のための対策 

９．激甚災害（東日本大震災においては東京電力福島第一原子力発電所事故

を含む。）による被災地の畜産振興に向けた畜産関連復興のための対策 
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【応募者の要件】 

応募できる者（応募者） 

農業協同組合、農業協同組合連合会、漁業協同組合、漁業協同組合連合会、

森林組合、森林組合連合会その他農林漁業者を構成員とする団体 

事業協同組合 

公益社団法人又は公益財団法人 

一般社団法人又は一般財団法人 

高等学校、高等専門学校又は大学（大学共同利用機関を含む。） 

社会福祉法人 

特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人） 

その他ＪＲＡ理事長が特に認める民間団体 

  

応募者が満たすべき条件 

１．畜産振興事業を行う意思及び具体的計画並びに畜産振興事業を適確に実施し、自ら評価

できる能力を有すること。 

２．組織、運営についての規約、代表者の定めがあり、経理その他の事務について、適切な管

理及び処理能力を有していること。 

３．畜産振興事業により得られた成果について、事業実施主体は公益の利用に供することと

し、かつ、その普及に努めること。 

４．国、地方公共団体等の補助金等※（以下「補助金等」という。）において、不正な使用もしく

は不正な受給を行ったとして、2023年度に補助金等の返還命令を受けていないこと、又は

不正な使用、不正な受給若しくは不正行為を行ったとして、2024年度の補助金等への応募

若しくは参加の停止を受けている者が実施体制に含まれていないこと。 

５．同一事業について補助金等を受けていないこと。 

６．日本国内に所在し、事業全体及び交付された助成金の適正な執行に関し責任を持つこと

ができること。 

７．反社会的勢力、又はそれに関わる者の関与がないこと。 

※ 「補助金等」には、文部科学省等が実施する科学研究費助成事業等の競争的研究費を含む。 
 

【助成金の補助率及び上限】 

区分 補助率 上限 

【通常案件】   

公募する事業テーマに該当する案件 

（重点対応案件に該当するものを除く。） 
8／10以内 4千万円 

 うち少額案件 9／10以内 4百万円 

【重点対応案件】   

公募する事業テーマのうち 

重点的に対応する事項に該当する案件 

理事長が 

別に定める率 
4千万円 



 

- 39 - 

1. 補助率は、助成対象経費のうち助成金額の占める割合。 
2. 上限は、単年度当たりの助成金の上限金額。ただし、重点対応案件のうち、全国的に事業
を実施する必要があり、かつ、公共性及び公益性の高い事業として理事長が特に認めるも
のはこの限りでない。 

3. 高等学校、高等専門学校及び大学（大学共同利用機関を含む。）が応募者として行う畜産
振興事業の補助率は「理事長が別に定める率」とする。 

4. 取得金額が 50 万円（消費税を含む。）以上の設備備品費等（固定資産として管理するソフ
トウエア開発費を含む。）の補助率については、原則として「5／10以内」とする。 

5. 複数年度にわたる事業については、初年度に総額と各年度の助成額を決定する。ただし、
次年度以降は、事業の進捗状況を確認した上で、助成額を変更することがある。 

 
【助成対象経費の範囲】 

区分 対象経費 

直接経費 
賃金、技術指導事務費、委員等謝金、調査協力謝金、講師謝金、役務提供への謝金、
旅費、設備備品費、消耗品費、会場借料、印刷・製本費、通信運搬費、賃借料、役務
費、事業促進費、管理諸費、事務諸費 

間接経費 研究施設維持運営費、間接経費 

その他 共同実施費、委託費 

 

【公募期間】 

2023年 10月 25日（水）～12月 14日（木） 正午必着 
 

【応募方法】 

1. 公募要領、応募書類様式をＪＲＡホームページからダウンロードし、応募書類を作成。 
2. 公募期間内（締切厳守）に、公益財団法人 全国競馬・畜産振興会まで、郵送等で提出。 
加えて、指定する PDF ファイル等も電子メールで提出。 

※ 詳しくはＪＲＡホームページをご覧ください。 
https://www.jra.go.jp/company/social/livestock/public/index.html 

 

【審査項目】 

１．応募者の法人格の該当性 

２．応募者の適格性 

３．畜産振興事業への該当性 

 

必要性 

１．国の施策との関連 

２．公募テーマとの整合性 

３．必要性・緊急性 

４．新規性・先導性（※ 研究開発事業のみ） 

有効性 

１．事業の内容・計画 

２．代表者等の適格性（※ 研究開発事業のみ） 

３．目標の明確性・達成可能性 

４．事業の普及性・波及性 

効率性 
１．投入資源等の妥当性 

２．過去のＪＲＡ畜産振興事業との関係 

 

https://www.jra.go.jp/company/social/livestock/public/index.html

